

































































































































教育にも役立つことこそ， )ill "tt"教育の協力を得られる ll~'道であ
るO
特別支媛教育の問題の一つは，インクルージョンの対象設定
と異なり，対象児を実質的に障害のある子どもに限定している
ことである O その意味で.特別支援教育における「一人ひとり
のニーズへの対応」は弾力的な表現であるが，①その範囲がi援
昧である，②特別jな教育的ニーズ論の問題提起に応えていない
という問題を含む。
LD児等の教育も影響がある o LD児の数がこれまでの特殊教
育対象者数の数倍いる可能性があることによって，その教育問
題は教育の場と教育内容において通常の教育と極めて連続的で
あることによって，今後の特別支援教育の展開にかなり重要
な影響を潜在させている。たとえば，通常教育との連続性が高
い分野こそ障害児教育であるという理解が拡大すると，教育の
方法(視覚障害)，教育内容と教育の最終的目的(知的障害や
重度・重援障害)において不連続的な部分がある領域の独自性
が軽説されることで，障害児教育の本質が変質する可能性があ
るO
6.通常教育と社会と親に文せするアピール
障害児の教育は開業の者だけの関心からだけではなく，通常
教育と一般社会からの支持を必要とする。通常教育において障
害担の教育の居場所ーを継続的に確保するには，特別支援教育
は，①その半分は通常教育の問題であること，②通常教育にメ
リットがあること，そして①一般の親と社会にも同じように理
解してもらうことが必要である O 特別支援教育は，インクルー
シブな社会の構築に不可欠な要素であり，国民相互に利益のあ
る社会への重要なプロセスであることを，通常学校の教職員，
子ども，親そして社会に理解してもらうことである O
教育措置の決定およびその過程に親・当事者が関与する仕方
は，問題が発見される入学前から数年にわたる親の相談や子ど
もの指導という対応のなかで，殺と関係者の間に信頼と協力の
関係が育まれ，その基盤の上に教育の場と内容が決定されてき
た例が多い。しかし親の学校選択は，現実のダイナミックな状
況において選択されざるをえない。この10年間で盲・聾・養護
学校のうち知的i寧寄養護学校への就学者だけが明らかに増加し
ており(約1.3倍の増加)。特殊学級では，就学者も特殊学級設
置数も増加している(就学者数では1.5倍増)。通級指導の児童
生徒数は小学校で、は約1.9倍，中学校では2.8倍の増加となって
いる O
以上の3つの増加の理由は，①知的障害養護学校への児童生
徒数の増加は，知的障害児の親がより分離的な教育を望んでい
ること，より専門的な教育への期待を示している。②比較的障
害の程度の軽い児童生徒の親は，より分離度の低い通常の学校
を選択する。③特殊学級の増加は，養護学校と通級の中間に位
置する子どもの殺である。この選択を殺や本人がより望む方向
に展開していくには，専門性を強化しつつ特別支援教育をイン
クルーシブ教育の方向に一層転換していくことが必要である O
今後は，私たち障害児教育専門家は，社会に対して機会を捉
えて自分たちの考え方，理論と実践およびその成果を積極的に
アピールしていかないと， ['1場主義・競争主義に基づく障害児
教育論に対抗できないだろう O
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